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譜

抄
(

一

九

〇
四

-

六
七

年
)

石

田

寵

次

郎
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一

九
〇
四

年

(

明
治
三

七

年
)

一

月

四
日

生
｡

石
川
県

能
美
郡
小

絵
町

(

現
､

小

松
市
)

字
八
日

市
町

六

番
地

､

酒
類
販
売
商

､

麦
谷
大

兵
衛

､

よ

の

の

六

男
｡

一

九
一

〇

年

(

明
治
四
三

年
)

石
川
県
能
美
郡
小

松
町

､

芦
城

尋
常
高

等
小

学
故
に

入

る
｡

小

学
校
在

学
中

､

妃
二

大
は

中
学
校

･

小

学
校
に

お

い

て
､

つ

ね
に

最

優
等
の

成
績

で

毎
年

､

箕
状
を

受
け

て

い

た
が

､

じ
ぷ

ん

ほ
一

度
も

そ

う
い

う
こ

と

の

な
い

成
績
で

あ
っ

た
｡

一

九
一

七

年

(

大
正

六

年
)

芦
城
小

学
校
高
等
科
一
年
修
了

後
､

石

川

県
立

小

松
中
学
校
に

入

学
｡

一

九
一

九
年

(

大
正
八

年
)

七

月
､

兄
二

人
､

従
兄

一

人

と

白
山
に

登
る

｡

徒
歩
六

日
､

は
じ

め

て

の

旅
行
で

あ

り
二

千
メ

ー

ト

ル

以

上
の

登
高
で

あ
っ

た
｡

一

九
ニ

ー

年

(

大
正

t

O
年
)

小

放
中
学
校

､

第
四

学

年
終
了

｡

第
四

高
等
学
校
理

科
甲
類
に

入

学
｡

は

じ

め
て

両
親
の

元

を

は

な
れ

て

金
沢

に

住
む

｡

最
初
の

二

年
間

､

校
内

の

時
習
寮
で

､

文
科
理

科
を

問
わ

ず
全
国

各
地
の

草
生

と

生

活
す
る

｡

導

入
さ

れ

た

ば
か

り
の

ス

キ

ー

と
､

山
砲
聯
隊
に

お

け
る

馬
術

｡

■

九
二

〓

年

(

大
正

〓
年
)

八

月
､

富
山

県
城
端
町

よ

り

白
川
郷
を

通
り

､

飛

嘩
口

同

山
町
を

経
て

､

上

高
地
に

出
､

島
々

ま

で

び

と

り
で

徒
歩
旅
行

｡

一

九
二

四

年

(

大
正

〓
ニ

年
)

第
四

高

等
学
校
卒
業

｡

東
京
帝
国

大
学
理

学
部
地

理

学
科
に

入

学
｡

当

時
の

地

理

学
教
室
の

学
生

総
数

二

人
｡

山

崎
直
方

教
授

､

辻
村
太

郎
助

教
授

､

多
田

文
男
助

手
の

指

導
を

受
け
る

｡

小
石

川
の

伝
通

院
裏

､

明

倫

学
館
に

寮
生

活
二

年
間

｡

加
越
能
を

郷
里

と

す
る

各
種
多
数
の

学
校
に

在

学
す
る

学
生

｡

触

力
流
の

剣
道

｡

一

九
二

五

年

(

大
正

一

四

年
)

三

月
､

日

本
地

層

学
食
が

倒
立

さ

れ
､

東
大
地

理

学
教
室
か

ら

『

地

理
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学
評
論
』

創
刊

ひ

学
生

と

し
て

編
集
事
務
の

手
伝
を

し
､

資
料

･

社
報
等

を
か

き
は

じ

め

る
｡

一

九
〓

大

牢

(

大
正

一

五

年
)

三

月
よ

り

約
一

か

月
､

台
湾
に

旅
行

｡

一

一

月
､

第
三

回

汎
太

平
洋
学
術
会
議
が

東
京
に

開
か

れ
､

外
国
人
什

助

手
を

し

ほ

じ

め

て

国
際
会
議
を

傍
聴
す
る

｡

一

九
〓

七

年

(

昭
和
こ

年
)

三

月
､

東
京
帝
国
大
学
卒
業

｡

卒
業
論
文

｡

署
長
日
e

已
払

○
臼

田
○

?

ロ
○

日
-

O

G
e

O

叩

訂
匂

F
y

O
叶

句
○

コ
ロ
O
S

P
｡

四

月
､

石

田

姓
を

継
ぐ

｡

留
学
中
の

佐

藤
弘
教
授
の

代
り

を
し

て

い

た

田

中
薫
氏
が

神
戸

高
尚
に

転
ず
る

こ

と
に

な
っ

た
の

で
､

留
守
中
と

い

う

了
解
で

東
京
商
科
大
学
予
科
講
師
と

な
り

､

三

回
の

講
義
を

週
二

日

に

す

る
｡

年
報
酬
八

百

円
｡

九
月

､

自
由
学
園
に

お

い

て

実
験
的
な

授
業
を

行
な

う
(

一

九

四
一

年

ま

で

断
続
的
に
)

｡

一

九
二

八

年

(

昭
和
三

年
)

四

月
よ

り

東
京
女
子

大
学
高
等
学
部
に

も

講
師
と

し
て

週
一

回
の

講
義

を

す

る

(

一

九
四

一

年
ま

で
)

｡

当
時
は

意
識
し

な

か
っ

た

が
､

信
念
に

忠
恕

､

合
理

､

反
俗
の

精
神
に

つ

い

て
､

安
井
哲

､

羽

仁
も

と

子
両

先
生

の

感
化
を

受
け

た
こ

と
､

後
年

､

敗
戦
後
に

多
少

､

行
政
的
事
務
に

た

ず

さ

わ
っ

て

知
っ

た
｡

一

九
二

九
牟

(

取
和
四

年
)

年
頭
よ

り

病
床
に

お

ら

れ

た

山
崎
直
方
先
生

､

七

月

逝
去

｡

師
の

縁
う

す
く

､

爾
来

､

む
し

ろ

地

理

学
以

外
の

先
輩

･

同
僚

､

ま

た

地

理

学
界
の

若
い

友
人

を

研
究
上
の

手
懸
り

と

し

て

今
日
に

い

た

る
｡

八

月
､

小

笠
原
島

･

硫
黄
島
に

旅

行
｡

一

一

月
､

日

本
大
学
高
等
師
範
部
(

夜
間
)

の

地

理

学
科
に

講
義
を

行

な

う
(

一

九
三

一

年
ま
で
)

｡

一

九

三

〇

年

(

昭
和
五

年
)

五

月
､

日

本
地

理

学
会
の

組
織
が

と

と
の

い

評
議
員
と

な

る

(

一

九

六

四

年
ま

で
)

｡

え

ら

ば
れ

て

常
務
評
議
員
(

定
員
五

名
)

と

な

り
､

毎

月

『

地
理

学
評
論
』

の

編
集
と

会
務
に

参
画
す

る

(

一

九
三

四

年
ま

で
)

｡

岡
山
俊
雄
君
と

と

も
に

『

山
崎
直
方
博
士

論
文
集

』

の

編
纂
に

従
い

､

一

二

月
､

上

巻
が

古
今
書

院
か

ら

出
版
さ

れ

た

(

下

巻
ほ

翌
年
五

月
)

｡

一

九

三
一

年

(

昭
和
六

年
)

こ

の

あ

た

り

よ

り

文
部
省
に

お
い

て

郷

土

教
育

･

郷
土

研
究
が

さ

か
ん

に

唱
導
さ

れ
､

刀

江

書
院
主

､

尾
高
豊

作
氏
と

在
野
的
立

場
に

お
い

て
､

休
暇
に

地

方
の

県
教
育
会
な
ど

の

講
習
会
に

出

る

(

約
三

年
間
)

｡

し

か

し
こ

の

運
動
も

満
州
事
変
の

進
行
と
と

も

に

立

ち

消
え

と

な
っ

た
｡

小

石

川
区
の

新
渡
戸

博
士

邸
に

お

い

て
､

時
折
開
か

れ

た

｢

郷
土

会
+

に

小

田

内
通
敏
氏
の

紹
介
で

出
席
し
て

､

各
界
の

学
者
か

ら

地

方
の

話
を

き

い

た
の

も
､

こ

の
一

両
年
で

あ
っ

た
｡

J メ9
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一

九
三

二

年

(

昭
和
七

年
)

前
年
よ

り

嘱
を

受
け
て

花
井
重

次
君

と

山
崎
先

生
の

蔵
書

･

別

刷
類

等

を

分
類
整
理

し
､

五

月
よ

り

山
崎
書
庫
と

し

て

毎
週

一

回

開
館

､

管
理

｡

(

一

九
三

八

-
三

九
年
ご

ろ

ま

で

続
い

た

が
､

利
用
者
は

必
ら

ず
し

も

多

く
な

か
っ

た
｡

同
文
庫
は

一

九
五

九
年

､

東
大
地

理

学
教
室
に

納
入

｡

)

一

九

三
三

年

(

昭
和
八

年
)

一

月
､

『

山
崎
書
庫
蔵
書
目

録
』

発
行

｡

地

理

学
に

お

け

る

法

則
､

自
然
環
境
の

解
釈
等
に

つ

い

て

藤
原
咲
平

､

今
村
学
部
両

氏
の

萱
じ

邑

盲
y

巴
○
払

や

数
量
景
観
派
と

論

争
｡

た

だ

し

十
分
に

学
界
の

発
展
に

は

役
立
た

な
か

っ

た
｡

こ

の

こ

ろ

か

ら

明

治
前
半
の

日

本
地

理
･

統
計

･

教
科
書
類
を

あ
つ

め

ほ

じ
め

､

古
書
展
に

は

ほ

と
ん

ど

欠
か

さ

ず
早
朝
出
か

け

た
｡

一

九
三

四

年

(

.

昭
和
九

年
)

四

月
､

東
京
商
科
大
学
予
科
教

授
と

な

り
､

兼
ね

て

学
生

主
事
事
務
取

扱
(

予
科
担
当
)

を

命
ぜ

ら

れ

る
｡

予
科
生

徒
の

生

活
を

知
ろ

う
と

､

い

ゎ

ゆ
る

思
想
書
導
費
を

使
っ

て
一

年
間

､

毎
週

､

学
生

数
人

ず
つ

を

招
い

て

昼

食
を

共
に

し

た

り
､

学
生

生

活
調
査
を

企
画

実
施
し

た

り

し
た

が
､

顧
み
て

至

ら
な
い

こ

と

ば

か

り
｡

七

月
よ

り

約
四

週

間
､

北
海
道

､

樺
太
へ

ほ

じ

め
て

の

大
学
よ

り

の

出

張
旅
費
に

よ

る

調
査

旅
行

｡

し
か

し

そ
の

後
む

調
査

旅
費
は

大
て

い

自
費

で

凍

り
､

俄
後
に

な
っ

て

文
部
省
科
学
研
究

費
に

ょ

る

こ

と

も

あ
っ

た
｡

一

九
三

五

年

(

昭
和

一

〇
年
)

五

月
､

予
科
生

徒
､

記
念
祭
の
■
あ

と

多
摩
湖
電

車
を

運

転
不

能

と

さ

せ
､

進
退
何
を

出
す

｡

七

月
､

生

徒
ら

検
事
局
よ

り

不

起
訴
と

決
定
し
､

願
に

よ

り

草
生

主
事
事
務
取
扱
を

免
ぜ

ら
れ

る
｡

東
京
地

学
協
会
『

地

学
凝
議
』

の

編
集
委
員
と

な

り
､

毎
月

一

回
､

編

集
会
議
に

出
た

｡

井
上

穣
之
助

･

岡
田

武
松
両
副
会
長
に

時
折

､

所
見
を

の

べ

た
が

､

会
の

歴
史
的
性
格
上

､

地

質
学
の

色
彩
が

強
く
い

か

ん

と

も

し

が

た
か

っ

た

(

一

九

四
二

年
ま
で
)

｡

一

九
三

六

年

(

昭
和

一

一

年
)

前
年
の

白
票
事
件
の

あ

と

を

受
け

､

付
属
商
学
専
門
部
講
師
と

な

り
､

は

じ

め

て

経
済
地

理
を

講
義
す
る

(

一

年
間
)

｡

一

九

三

七

年

(

昭
和

〓
一

年
)

四

月
､

飯
本
信
之
氏
の

留
学
に

よ

り
､

東
京
女
子

高
等
師
範
学
校
講
師

と

な

り
､

各
地

域
ご

と
の

課
題
的

な

日

本
地

誌
を

講

ず
る

(

翌

年
末
ま

で
)

｡

ま
た

そ

の

不

在
を

補
っ

て

再
び

日

本
大
学
高

等
師
範

部
で

講
義
を

す
る

(

一
九
四
二

年
七

月

ま
で
)

｡

日

本
の

産
業
革
命
期
を

境
と

す
る

地

理

的

変
貌
に

興
味
を

も

ち
､

こ

の

年
よ

り

毎
年

､

春
秋
の

日

本
地
理

学
会
大
会
で

整
口

す
る

(

一

九
四
二

年

ま
で
)

｡

八

月
上

旬
､

前
年
よ

り

委
員
と

し

て

関
与

し
て

い

た

第
七

回

世
界
教
育

会
議
が

東
大
芯

滋

小

て

開
か

れ
､

地

理

教
育
部
会
で

は

じ

め
て

英
語
の

論

ヱ∂0
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文
を

読
む

｡

:

河
?
d

賢
ユ

ぎ
ー

首
｡
f

勺
｡

p

已

邑
｡

β

呂
d

g

岩

ま
F

｡
巾

0

琵
e
h

エ
ロ

l

P

唱
口

竺
ロ
O

e

旨
e

呂
e

エ
ー

河
e
払
t

O

邑
-

○

ロ

こ
∞

夢
｡

八
月

一

五

日

よ

り
一

か

月
､

日

本
学
術

協
会
主

催
の

満

州

大
会

に

出

席
｡

大
連
よ

り
ハ

ル

ビ

ン

ま
で

｡

帰
途

､

朝
鮮
に

よ

る
｡

は

じ
め

て

大
陸

の

異
民

族
の

生

活
を

み

る
｡

一

九

三

八

年

(

昭
和

〓
ニ

年
)

四

月
､

再
び

え

ら

ば
れ

て

日

本
地

理

学
会

常
務

評

議

員
(

定
員

一

〇

名
)

と

な

る
｡

l

九
三

九
年

(

昭
和

-

四

年
)

春
､

『

世

界
地

理
』

全
一

六

巻
の

責
任
編

集
を
河

出
書
房
よ

り

依
顧
さ

れ
､

武
見
芳
二

･

渡
辺

光
両
氏
を

い

ざ

な
い

企
画
し

､

一

一

月
第

一

回

配

本
｡

原
稿
内
容
に

つ

い

て

執
筆
者
と

接
衝
し

た

り
､

毎
巻
の

挿
込
月
報
や

統
計
集
を

執
筆

｡

(

一

九
四

一

年
七

月
完
了

｡

執
筆
者
数

､

約
七

〇
名
)

｡

日

本
の

地

理

学
界
の

若
い

世
代
で

担
当
し

た
こ

と

と
､

量
的
に

は

最
大
最

詳
の

世
界
地

理

で

あ
っ

た

が
､

地

誌
単
に

対

す
る

研
究
態
度
の

不

定
が

目

立
っ

た
｡

【

九

四

〇
年

(

昭
和

一

五

年
)

七

月
､

東
京
商
大
太

平
洋
ク

ラ

ブ

の

指
導
教
官
と
し

て

朝
鮮

･

満
州
に

行
く

｡

京
城
に

学
生

一

八

名
を

迎
え

､

北
鮮
よ

り

牡
丹
江

､

佳
木
斯
に

出

て

松
花
江
を

胡
り

､

ハ

ル

ビ

ン

よ

り

大
連
ま

で

二

三

日

間
｡

終
っ

て

ひ

と

り
で

書
林
省
樺
旬
県
に

東
京
府
開
拓
団
の

向
陽
村
を

訪
う

｡

駅
よ

り

小

銃

を

肩
に

し

た

団
員
二

人

と

夜
半
ま
で

乗
馬

一

〇
里

を

駆
け
る

｡

八

月
二

三

日

よ

り

日

満
地

学
関
係
諸
学
会
連
合
大
会
(

大
連
お
よ

び

新

京
)

に

出
席

｡

終
っ

て

ハ

イ

ラ
ル

･

マ

ン

チ
ュ

リ

ー

に

巡

検
旅
行

｡

九
月

六
日

､

ハ

ル

ビ

ン

で

解
散

｡

京
城
を

経
て

九
月

一

五

日

帰
京

｡

一

九

四
一

年

(

昭
和

一

大

年
)

四

月
､

再
び

附
属
商
学

専
門
部
講
師
と
な

り
､

ま

た

中
央
大
学
商
学
部

で

経
済
地

理

を

講
ず
る

(

翌
年
夏
ま

で
)

｡

一

一

月
､

『

資
源
経
済
地

理
､

食
料
部
門
を
』

中
興

館
よ

り

出
版

｡

同

僚
ド

イ

ツ

文
学
の

神
保
謙
吾
氏
の

翻
訳
原
文
を

日

本
向

き
に

換
骨
奪
胎
し

た

も
の

だ

が
､

日

本
出
版
文
化
協
会
の

推
薦
図
書
と

な

り

版

を

重

ね

た

(

翌

年
九

月
出
版
の

『

同
､

原

料
部
門
』

も

同
じ
)

｡

建
議
の

統
制
の

た

め

大
正

末
以

来
の

『

地

理

教
育
』

､

ま

た

次
い

で

出

た

『

地

理

研
究
』

も

廃
刊

｡

行
き
が

か

り

上
､

多
田

文
男

､

綿
貫
勇
彦
民

ら

と
日

本
地

誌
学
会
を

お
こ

し

た
が

､

当
時
の

じ

ぷ

ん
の

興
味
ほ

､

在
来

の

地

誌
研
究
に

は

な

か
っ

た
｡

一

九

四
二

年

(

昭
和

一

七

年
)

一

月
よ

り

新
雑
誌
『

地

理

学
研
究
』

(

日

本
地

誌
学
会
編

､

中
興
館
刊

)

出
て

､

創
刊
号
よ

り

六

月

号
ま
で

編
集

｡

巻
頭
言
お
よ

び

編
集
後
記
｢

士

羊
寸
信
+

を

書
く

｡

前
年
末

､

大
東
亜
戦
争
起
り

､

四

月
､

陸
地

測
量
部
の

南
方
地

名
調
査

委
員

､

六

月
､

文
部
省
の

外
国
地

名
人

名
の

呼
称
等
に

関
す
る

調
査

委
員

J

を

嘱
託
さ

れ
､

お
の

お
の

会
議
で

地

理

学
者
と

し
て

の

意
見
を

述
べ

､

決

〟
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定
に

参
与
し

た
ひ

ほ
･

か

に

文

部
省
資
教
科
学
研
究

所
の

東
亜
地

理

学
文
献

目

録
編
纂
委
員
(

六

月
)

､

昇
格
に

よ

る

文
部
省
師
範
学
校
地

理

学
教

科

書
編

纂
委
員
(

八

月
)

を

命
ぜ

ら

れ

た

が
､

実
質
的
な

仕
事
に

入

ら

ず
､

一

二

月

願
に

よ

り

す
べ

て

免
ぜ

ら

れ
る

｡

八

月
､

東
京
商
大
よ

り

軍
の

南
方
調
査
機
関
に

参
加

す

る

こ

と

に

な

り
､

そ

れ

の
一

員
と

な
っ

て

準
備

｡

地

理

(

気
候

風
土
)

調
査
の

た

め

戦

時
職
務
と

し

て

予
科
教
授
の

身
分
の

ま

ま
､

南
方

軍
政
総
監
部
調
査

部
付

と

な

り
､

赤
松
要
教
授
を

調
査

団
長
と

し

て

約
四

〇
名
と

と
も

に
､

一

二

月
一

七

日

神
戸
出
港

､

二

八

日

昭

南
(

シ

ン

ガ

ポ

ー

ル

)

上

陸
｡

敗
戦
ま

で

滞
在

｡

(

拙
著

､

『

研

究
法
入

門
』

｢

南
方
調
査

機
関
の

反
省
+

)

｡

一

九
四

三

年

(

昭
和

一

八

年
)

三

月
､

調
査
の

た

め
バ

ン

コ

ク

に

行
き

､

帰
路
は
マ

ラ

イ

を

南
下

し

て

博
物
館
そ
の

他
の

調
査
研
究
機
関
を

調
べ

る
｡

九

月
､

ジ

ャ

ワ

軍
政
監
部
調
査
部
に

お

け
る

農
村
実
態
調
査

(

上

野
福

男
･

水
田

洋
民
ら

担
当
)

の

状
況
視
察
の

た

め

約
二

週

間
出

張
｡

二
月

､

南
方

地

域
に

お

け
る

調
査

研
究
機
関
の

成
果
を

利
用
す
る

企

画
を

た

て

南
方
科
学
委
員
会
を

発
足
さ

せ

る
｡

商
科

委
と
い

う
文
書
記
号

で

各
軍
各
部
隊
よ

り
の

自
然
科
学
的
質
問
を

処
理

す
る

｡

し

か

し
そ
の

要

求
の

半
分
ほ

､

欠
乏

物
資
の

代
替
物
に

関
す
る

も
の

で

あ
っ

た
｡

一

九

四

四

年

(

昭
和

一

九

年
)

四

月
､

戦
局
の

推
移
と

と

も
に

調
査
は

ほ

と
ん

ど

行
な

わ
れ

ず
､

赤
松

教
授
を

長
と

す

る

本
隊
は
マ

ラ

イ

軍
政
監
部
(

ク

ア

ラ

ル

ン

プ

ー

ル

)

に

移
り

､

小

田

橋
貞
寿
氏
と
二

人
の

み

阿

南
に

観
る

｡

九

月

よ

り

約
一

か

月
､

山
田

秀
雄

､

大

野
精
三

郎
､

宇
津
木
正

ら

の

諸

君
を

助

手
と

し
て

マ

ラ

イ
､

ベ

ル

リ

ス

州
ク

リ

ア

ン

郡
の

米
作
地
の

実
態

調
査

を

行
な

う
｡

帰
途

､

ク

ア

ラ
ル

ン

プ

ー

ル

の

調
査

部
会
で

報
告
し

､

後
､

約
一

か

月

回

虫
駆
除
の

た

め

同
地
の

陸
軍
病
院
に

入

院
｡

一

九
四
五

年

(

昭
和
二

〇

年
)

三

月
､

マ

ラ

イ
､

ネ
グ

リ

ス

ミ

ラ

ン

の

週

市
の

実
態
調

査

を

行
な

う
一

(

山
田

･

大
野

･

宇
津
木
の

諸
君
)

｡

七

月

よ

り

回

虫
の

た

め

陸

軍

病

院

に

入

院
｡

八

月
一

五

日
､

敗
戦
を

き

き

頭
髪
を

一

分
に

刈
っ

て

退
院

｡

九

月
よ

り

稔
司
令
部
は

ジ
ョ

ホ

ー

ル

州
レ

ン

ガ

ム

の

ゴ

ム

林
に

う
つ

り
､

一

一

月
､

赤
道
直
下

の

レ

ン

バ

ン

島
に

移
っ

て

自
活

｡

軍
政
捻
監
部
総
務
部

総
務
班
の

先
任

者
｡

一

九
四

大

年

(

昭
和
ニ

ー

年
)

レ

ン

バ

ン

島
よ

り

帰
還
第

一

船
､

も

と

駆
逐
艦
神
風
に

の

り
二

月
一

二

日

浦
賀
上

陸
｡

復
員

､

従

軍
解
除

｡

帰
郷

｡

一

両
日

後
､

新
円

切

換
え

､

困
窮

｡

五

月
､

上

京
｡

講
義
の

な
い

ま

ま

反
省
の

た

め

大
正

末
期
以

後
の

地

理

学
会
の

諸

凝
議
を

読
み
か

え
し

つ

つ

メ

モ

を

と

る

(

秋
ま
で
)

｡

一

一

月
､

文
部
省
の

依
頼
に

よ

り
､

新
た
に

発
足
す
る

新
制
高
等
学
校

用
の

人
文
地

理
の

教
科
書
の

編
集
に

着
手

｡

今
ま
で

教
科
書
と
い

う
も
の

に

全
然

､

関
係
し

た
こ

と

が

な

か
っ

た
の

で

別
技
寛
彦

･

新
井
浩
民
ら
に

参
加
を

乞
う

｡

J うg
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一

九

四

七

牛

(

昭
和
こ

こ

年
)

新
し
い

教
科

書
は

急
を

要
し

た
の

で
､

大
体

､

戦
前
の

商
大
予

科
の

講

義
案
を

骨
子

と

し

た
が

､

一

節
を

書
き

お

え

る
ご

と
に

英
訳
し

て
､

占
領

軍
民

間
情
報
局
の

検
閲
を

受
け
ね

ば
な

ら
な

か
っ

た
｡

人

文
地

理

委
員
会

の

名
で

発
行

､

上

巻
だ

け

新
学
期
の

間
に

あ

わ

せ

た

が
､

い

わ

ゆ
る

一

種

検
定
本
で

国
定
と

同
じ

く
二

年
間

､

全
国
の

新
発
足
の

高
等
学
校
で

使
わ

れ

た

(

秋
に

下
巻
発
行
)

｡

そ
の

内
容

･

編
成
は

明

治
以

来
の

並

列
的
地

誌
を

根
本
的
に

変
革
し

た

も
の

で

は

あ
っ

た

が
､

新
制
高
校
に

痩
解
が

な

か
っ

た

の

で
､

同
時
に

編

集
し
た

高
校
社
会
科
(

人

文
地

理
)

指
導
要
領
案
と

と

も
に

､

そ

の

後
の

日

本
の

地
理

教
育
に

誤
を

犯

し

た
か

も

知
れ

ぬ

(

こ

の

教
科
書
は

そ
の

後

改
訂
を

加
え
な

が

ら
一

九
六
二

年
ま
で

中
教
出
版

､

実
業
之
日

本
社
等
で

発
行
さ

れ
た

｡

)

(

拙
著

､

『

円

卓
会
談
』

｢

占
領
下
の

人

文
地

理

編
集
+

)

四

月
よ

り

東
京
商
科
大
学
予
科
の

講
義
を

は

じ
め

る
｡

一

九
四

八

年

(

昭
和
二

三

年
)

四

月
､

文
部
省
人

文
科
学
委
員
会
委
員
(

二

年
間
)

｡

人

文

科
学

･

社

会
科
学
の

既
成
の

体
系
の

な
か

に

境
界
領
域
の

科
学
と

し
て

の

地
理

学
が

問

題
と

な
っ

た

が

力
た

ら

ず
｡

四

月
､

新
た
に

発
足
し

た

文
部
省
通
信
教

育

委

員

会

委

員
と

な
っ

た

が
､

後
に

は

員
に

備
わ
る

だ

け

(

一

九

五

四

年
ま
で
)

｡

学
界
刷
新
の

気
風
が

起
り

､

日

本
地

理

学
界
で

も

規
則
改
正
の

議
が

あ

り
､

九
月

､

全

員
の

投
票
に

よ

り

常
務
評
議

員
(

定
員

一

二

名
)

に

え

ら

ば

れ
､

爾
来

､

再
び

会
務
に

長
く

参
与
す
る

｡

一

一

月
､

再
び

『

地

学
雑
誌
』

の

編
集
委
員
と

な

る
｡

(

一

九
五

〇
年

ま

で
)

｡

秋
､

ア

メ

リ

カ

合
衆
国
よ

り

人

文
科
学
顧
問
団
来
日

｡

日

本
の

地

理

学

の

現
状
を

報
告

｡

後
に

ト

レ

ワ

ー

サ

教

授
が
そ

れ

を

中
心

と

し
て

国
務
省

に

報
告

｡

毎
日

新
聞
社
よ

り

『

新
し
い

日

本
と

世

界
-
地

理
･

歴
史

･

経
済
』

全

六

巻
の

責
任
編
集
者
と

な

り
､

各
方

面
四

〇
人
の

執
筆
協
力
を

得
て

出
版

(

一

九
五

〇
年
完
了
)

｡

い

わ

ゆ
る

中
等
学
校
の

社
会
科
地

理

の

参
考
書

で

は

な

く
､

社
会
人
へ

の

新
し
い

地

理

を

意
図
し

た

が

果
さ
れ

な
い

部
面

が

多
か

っ

た
(

拙
著
『

研
究
迭
入

門
』

｢

こ

の

地

理

的
な

る

も
の

-
編
集
者

余
録
+
)

｡

日

本
出
版
文
化

協
会
文
化
委
員
と

し

て

図

書
の

推
薦
を

す
る

(

二

年

間
)

｡

一

九

四

九

年

(

昭

和
二

四

年
)

新
制
大
学
発
足

｡

五

月
三

一

日

付
､

一

橋

大

学

教

授
､

社

会

学

部

所

属
｡

村
政
恒

一

郎
前
期
部
長
の

下
に

､

高
橋
泰
戒

･

町

田

貿
秀

･

久
武
雅

夫
･

山
田

和
男
諸
教
授
と

と

も

に
､

前
期
(

一

般
教
育
課
程
)

の

運
営
に

あ

た

り
､

い

つ

と

は

な

し
に

組
織
が

で

き
て

学
務
委
員
長
と
い

う
地

位
に

つ

く

(

一

九
五

一

年
三

月
ま
で
)

｡

五

月
､

東
京
経
済
大
学

講
師
(

一

年
間
)

｡

六

月
､

文
部
省
科
学
研
究

費
等
審
議
会
委
員
(

二

年
間

､

そ
の

後
も

一

3

九
五

四

1
五

五

両
年
度

､

一

九
五

八

-
五

九
両
年
度

｡

そ
の

他
の

年
は

学

パ
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会
の

研
究
費
配
分

協
力
委
員
と

な
る

｡

一

九
六

三

年
ま
で
)

｡

ま
た

同
月

､

文
部
省
中
等
教
育
課
程
社
会
科
部
会
臨
時
委
員
と

な

り
､

指
導
要
領
の

制

定
に

つ

い

て

審
議
(

一

九
五

四

年
ま
で
)

｡

一

九
五

〇
年

(

昭
和
二

五

年
)

四

月
､

日

本
地

理

学
会
の

新
会
則
に

よ

る

第
一

次

常

任

委

員
会

委

員

(

定
員
四

名
､

後
五

名
)

と
な

り
､

以

後
､

′
第
四

次
ま

で

連
続
八

か

年
｡

毎
月
の

例
会
お

よ

び

委
員
会
に

ほ

と

ん

ど

欠
か

さ

ず
出
席

｡

一

九

五
一

年

(

昭
和
二

大

年
)

二

月
､

大
学
基
準
協
会
の

一

般
教
育
カ

リ

キ
ュ

ラ

ム

研
究
委
貝
会
委
員

と

な

り
､

新
制
大
学
に

お

け
る

一

般
教
育
(

い

わ

ゆ

る

教
養
課
程
)

に

つ

い

て

勉
強
(

一

九

五

四

年
ま
で
)

｡

四

月
よ

り

社
会
学
部
専
門
課
程
の

講
義
は

じ

ま

る
｡

河

出
書
房
よ

り

『

世
界
地
理

大
系
』

■
(

全
七

巻
)

を

渡
辺

光
氏
と

編
集

｡

資
料
も

入

手
し
が

た

く
､

戦
前
版
の

改
訂
簡
略
版
に

終
っ

た
｡

六

月

第
一

回

配
本
(

一

九
五

三

年
完
了
)

｡

一

九

五
二

年

(

昭
和
〓

七

年
)

■

四

月
､

一

橋
大
学
評
議

員
(

翌

年
三

月
ま

で
)

｡

毎
日

新
聞
社
よ

り

毎
日

ラ

イ
ブ

ラ

リ

ー

『

自
然
と

人

生
』

編
集
出
版

｡

数
年
間

､

前
期

部
人

文
地

理
の

講
義
の

テ

キ

ス

ト

と

し
た

｡

一

九

卓
二

年

(

昭

卑
て
八

ヰ
)

N

E

K

ラ

ジ

オ

教
養
大
学
講
座
で

連
続
放
送
(

一

-
三

月
)

｡

四

月
よ

り

大
学
院
の

講
義
｢

環
境
と

社
会
の

文
化
+

は

じ
ま

る

(

以

後

だ

い

た
い

隔
年
に
)

｡

-

九

五

四

年

(

昭
和
二

九

年
)

一

月
､

前
年
よ

り
河

出
書
房

･

座
右
宝

刊
行
会
の

『

世
界
写

真
地

理

全

集
』

(

全
九

巻
)

を

林
健
太

郎
(

歴
史
)

･

富
永
惣

一

(

美
術
)

･

石
田
(

地

理
)

の

編
集
に

て

刊
行

(

翌

年
七

月

完
了
)

｡

四

月
､

日

本
地

理

学
会

､

第
三

次
常
任
委
員
会
の

委

員
長
に

え

ら

ば

れ
､

二

か

年
間

､

学
会
の

運
営
を

掌
理

す
る

｡

各

種
の

研
究
委
員
会
を

発

足
さ

せ
､

臨
時
刊
行
物
を

数
種
発
行
し

た
｡

(

拙

著
､

『

地

理

学
の

社
会

化
』

｢

委
員
長

落
第
記

-
学
会
の

行
政
+

)

四

月
､

日

本
学
術
会
議
の

地

理

学
研
究
連
絡
委
員
会
委
員
と

な

る

(

一

九
五

六

年
よ

り

幹
事

､

一

九
六

五

年
ま
で
)

｡

一

九

五

五

年

(

昭
和
三

〇
年
)

日

本
に

お

い

て

地

理

学
の

国
際
会
議
を

開
く
か

香
か

に

つ

い

て

地

理

学

研
究
連
絡
委
員
会
で

論
議
を

緩
け
て

い

た

が
､

一

一

月

開
催
と

き

め

る
｡

一

九
五
大

年

(

昭
和
三

一

年
)

一

月
､

矢
沢

大
二

氏
の

助

力
を

得
て

､

『

日

本
地

理

学
会
編

年

史
草

稿

(

一

九
二

五

-
五

五

年
)

』

を
つ

く
る

｡

四

月
十

日

本
地

理

学
会
第
四

次

常
任

委
員
会
で

､

編
集
担
当
の

常
任
委

眉
と

な

り
､

二

年
澗

､

『

地

理

学
評
論
』

の

編
集
を

主
管
す

そ
A

5

版

J ∂卓
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t

よ

り

B

4

版
へ

｡

七

月
､

日

本
に

お
い

て

国
際
地

理

学
会
議
を

開
く
こ

と

が

閣
議
で

決
定

さ

れ
､

た

だ

ち

に

実
行
計
画
を

練
り

､

一

〇
月

､

国
際
地

理

学
会
議
組
織

委
貝
会
発
足

｡

幹
事
の

一

人

と

し

て

国
内
諸
関
係
の

実
行
委
員
長
と

な

り
､

翌
年
八

月
ま

で

多
忙
を

極
め

る
｡

河
出
書
房
よ

り

多
田

文

男
氏
と

『

現
代
地
理

講
座
』

を

編
集

｡

課
題
的

で

は

あ
る

が
､

発
行
社
の

経
営
上

､

編
集
の

時
間
的
余
裕
な

く
､

手
軽
な

約
八

〇
の

論
文
の

集
積
で

終
っ

た

(

八

巻
の

予
定
の

と
こ

ろ
､

出
版
社
の

倒
産
に

よ

り

最
終
巻
を

残
し
て

翌
年
終
了
)

｡

一

九
五

七

年

(

昭
和
三

二

年
)

一

月
､

文

部
省
学
術
用
語
分
科
審
議
会

､

地

理

学
用
語
専
門
委
員
と

な

り
､

飯
本
信
之
主
査
の

下
で

今
日

ま
で

一

〇
年
間
五

〇
回
の

委
員
会
が

開

か

れ

た
が

い

ま

だ

に

成

案
を

得
な
い

｡

四

月
よ

り

東
京
大
学
理

学
部
(

地

理

学
科
)

講
師
(

一

九
六
五

年
三

月

ま

で
)

｡

五

月
よ

り

武

蔵
野
市
町

名
改
正

委
員
会
委
員
と

な

り
､

審
議
に

参
加

｡

市
政

･

市
会
議
員
の

考
え

方
を
の

ぞ

く
｡

五

年
間
を

費
し

て

つ

い

に

決
定

せ

ず
｡

八

月
二

九
日

よ

り

九
月
三

日

ま
‥

で
､

東

京

と

天

理

に

お

い

て

H

G
q

河
e

牡
○

巨
-

C
O

n

訂
1
e

n
O

e

-

ロ

l

P

層
ゴ

)

-

ま
N

が

開
か

れ

る
｡

参
加
者
外

国
人
八

二
､

日

本
人

的
四

〇
〇

｡

前
後
に

五

-
一

〇
日
の

現
地

討
議
班
五

つ

を

行
な

う
(

拙

著
､

『

地

理

学
の

社
会
化
』

｢

八

十
二

人
の

お

客
様

-

国
際
地

理

学
会
議
の

生

態
+

)

｡

一

九
五

八

年

(

昭
和
三

三

年
)

二

月
､

外
国
教
科
書
の

誤
を

訂
正

す
る

財
団
法
人

､

国
際
教
育
情
報
セ

ン

タ
ー

発
足

｡

春
ご

ろ

か

ら

月
二

-
四

回

数
科
書
を

見
に

行
き

､

著
者

､

出
版
社
に

所
見
を

送
っ

て

今
日

に

い

た
る

｡

三

月
､

ア

ジ

ア

の

社
会

経
済
(

後
､

ア

フ

リ
.
カ

を

加
え

る
)

の

研
究
を

文
部
省
科
学
研
究
費
で

行
な

う

審
査
委

貝
と
な

り
､

地

理

学
を

一

分
野
と

し
､

全
学
界
の

共
通
利
肝
の

構
想
で

､

立
教
大
学
に

研
究
施
設
を

お

く
｡

毎
年
研
究
費
を

受
け
て

図
書
を

充
実
さ

せ

る

(

一

九
六

六

年
三

月
ま

で
)

｡

七

月
､

金
沢

大
学
捷
文
学
部
(

史
学

･

地

理

学
)

で

集
中
講
義

｡

古
今
書
院
よ

り

矢
沢

大
二

･

入

江

敏
夫
両

氏
の

援
助
で

『

世
界
地
理
』

(

全
九

巻
)

編
集
企
画

｡

一

二

月
第

一

回

配
本
(

一

九

六

六

年
第
八

回

配

本
)

｡

執
筆
に

あ

た
っ

て

共
同
討
議
を

行
な

う
と

い

う
方

式
は

実
行

さ

れ

な

か
り

た
｡

こ

の

年
よ

り

代
表
者
と

な
っ

て

科
学
研
究
費
を

受
け

､

工

業
化
の

地

理

学
を

松
田

孝
･

村
田

喜
代
治

･

奥
田

義
雄

･

風
巻
孝

･

板
倉
勝
高

･

和
田

明
子
そ

の

他
の

諸
君
と

研

究
｡

研

究
会
を

定
期
的
に

開
く

と
と

も
に

､

各

地
の

工

業
地

帯
を

見
学
討
議
を

く

り
か

え

す
｡

個
々

の

論
文
は

多
数
発
表

さ

れ

た

が
､

指
導
力
の

不

足
の

た

め
､

全
体
的
な

ま

と

め

に

は

至
ら

な
か

っ

た

(

一

九
六
三

年
ま
で
)

｡

一

九

五

九
年

(

昭
和
三

四

年
)

前
年
よ

り

矢
沢

大
二

民
ら
の

補
佐
を

受
け

な

が

ら

編
集
し
て

い

た

国
際

地

理

学
会
議
の

プ
ロ

シ

ー

デ
ィ

ン

グ
ス

五

月

完
成

｡

J 5 5
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一

橋
大

学
後
援
会
よ

り

八

〇
万

円
の

援
助
を

受
け

で
､

五

月
五

日

出
発

日

本
学
術
会
議
代
表
の

一

人

と

し
て

､

ベ

ル

リ

ン

に

お

け

る
フ

ン

ボ

ル

ト

百

年
祭
祝
典
と

第
三

二

回
ド

イ
ツ

地

理

学
会
大
会
に

出

席
｡

終
っ

て

ド

イ

ツ

国
内

､

オ

ー

ス

ト
リ

ア

･

チ

ロ

ル

地

方
､

イ

ギ

リ

ス

国
内
を
び

と

り

で

旅
行
す
る

｡

大

学
よ

り

前
期
部
長
に

推
薦
さ

れ

た

と
い

う
報
知
を

受
け

八

月
二

五

日

帰
国

｡

留
守
中

､

日

本
学
術
会
議
会

員
候
補
者
に

推
薦
さ

れ

た

が
､

意
識
し

て

選
挙
公
報
に

所
見
を

出
さ

な

か
っ

た
｡

九
月

､

一
橋
大
学
前
期
部
長
就
任
(

小

平
分

校
主
事

､

規
程
に

よ

り

評

議
員
と

な

る
)

｡

二

年
間

､

小

泉
明

教
授
を

委
員
長

と

し

て

学
務
委
員
会

を

組
織
し

運
営
す
る

｡

一

九

六

〇
年

(

昭
和
三

五

年
)

四

月
､

日

本
に

お

け

る

新
制
大

学
の

あ

り

方
か

ら

考
え

て
､

一

橋
大
学

前
期
制
度
検
討
委
貝
会
発
足

｡

七

月
､

富
山
大
学
教
育
学
部
(

地

理

学
)

講
師
と

し

て

集
中
講
義

｡

二

年
前
か

ら
工

業
化

研
究
で

農
村
工

業
に

興
味
を

持
ち

､

各
地

を

調
査

し

て

い

た
が

､

九

月
､

石

川

県
経
済
部
の

委
嘱
で

能
登
上

布
産
地
の

企
業

診
断

｡
一

九

六
一

年

(

昭
和
三

大

年
)

一

月
､

検
討
委
貝
会
を

改
組
し

て
､

前
期
制
度

委
員
会
を

全
学
的
に

つ

く

り
､

七

月
､

委
員
長
報
告
書
を

提
出

｡

七

月
､

一

橋
大
学
前
期
部
長
任
期
満
了

｡

八

月
､

翌
年

度
よ

り

ほ

じ
ま

る

N

Ⅱ

E
･

T

V
の

学
校
放
送
｢

高
校
の

人

文
地

理
+

の

番
組
編
成
委
員
と

な

り
､

各
学
期
の

企

画
に

参

加

す

る

浦
一

.⊥

(

一

九
六

四

年
ま

で
)

｡

一

九
大

こ

年

(

昭
和
三

七

年
)

ア

ジ

ア

財
団
の

旅
費
援
助
に

よ

り
､

三

月
三

一

日

出
発

､

ク

ア

ラ

ル

ン

プ

ー

ル

に

お
い

て

開
か

れ

た

東
南
ア

ジ

ア

地

理

学
者
会
議
に

出
席

｡

経
済

地

理

と

地

理

教
育
の

部
会
で

､

;

G
e

O

g

旨
p

F

訂
巴

胃
O

g
e

冒

書
f

A
巴
P
ロ

訂
巴
-

賢
ユ
巴
訂
已
-

O

n

｡

と

｡

呂

巴
2

ユ
巴
∽

早
ロ

P

t

蒜
巴
2
e

ロ
t

O
叶

甘

胃
n

ど

訂

邑
g

口

許
注

ぎ
｡

訂
｡

の

二

つ

を

読
む

｡

終
っ

て

マ

ラ

イ

東
海
岸

と

東
南
部
の

バ

ス

旅
行
に

参
加

｡

帰

途
､

台

湾
に

寄
り

四

月
二

二

日

帰

国
｡

立

教
大
学
文
学
部
に

地

理

学

専
攻
コ

ー

ス

創
設
に

つ

き
､

五

月

よ

り

講

師
と
し

て

週
一

回

出
講
(

一

九
六

四

年
七

月
ま

で
)

｡

一

九

大
三

年

(

昭
和
三

八

年
)

九

月
､

数
年
来

､

余
暇
に

国
際
教
育
情
報
セ

ン

タ
ー

で

調
べ

て

い

た

外

国
地
理

教
科
書
に

関
す
る

『

虚
像
の

ニ

ッ

ポ
ン

』

出
版

｡

新
聞

､

悲
話

､

放
送
等
で

多
数
紹

介
さ

れ

た

が
､

多
く

は

興
味
本
位
で

あ
っ

て

地

理

学
界

や

地

理

教
育
の

問
題
と

し

て

ほ

と

り

あ

げ

ら

れ

な
か

っ

た
｡

一

九

六

四

年

(

昭
和
三

九
年
)

三

月

東
大
退
職

､

七

月
立

教
退
職

｡

一

橋
大
学
に

専
念

｡

七

月
七

日

出
発

､

ロ

ン

ド
ン

の

第
二

〇
回

国
際
地

理

学
会
議
に

出
席

｡

経
済
地

理

学
部
会
の

直
長
を

つ

と

め

る

…
C

訂
点
e

仏

○

芸
-

賢
旨
亡

己
O

n
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7
仁

J

一

⊥

○
{

臣
-

T

w
O

詩
s

訂

甘
勺
P

ロ
､

叫

を

読
む

｡

会
議
後

､

中
部

･

北
部
イ
ン

グ

ラ

ン

ド
の

研
究
旅
行
に

参
加
し

､

終
っ

て

ド

イ

ツ
､

､
､

､

ユ

ン

ス

タ

ー

大

学
で

日

独
地

理

学
共
同
研

究
に

一

週
間
参
加

､

ル

ー

ル

地

域
を

歩
き

､

そ

の

後
､

デ
ン

マ

ー

ク

に
一

週

間
､

合
衆
国
に

四
週

間
い

て

九
月
二

六
日

帰

国
｡

一

九
六

五

年

(

昭
和
四

〇

年
)

四

月
､

一

橋
大
学
社
会
学
部
の

担
当
科
目
名
が

文
部
省
令
に

よ

り

社
会

地

理

学
と

改
め

ら
れ

､

国
立
大
学
に

お
い

て

最

初

唯
一

の

講
座

名
と

な

る
｡

日

本
の

地

理

学
の

新
分
野
に

つ

き

思
う
こ

と

多
け
れ

ど

も

非
力
を

嘆

ず
る

の

み
｡

一

九
六

大

年

(

昭
和
四

一

年
)

三

月
､

竹
内
啓

一

君
を

社
会
地

理

学
の

講
座
に

同
僚
と

し

て

迎

え

る

(

専
任
講
師
)

｡

四

月
､

全
会
員
の

選
挙
に

よ

り

日

本
地

理

学
会
々

長
に

就
任
(

任

期
二

か

年
)

｡

総
会
に

お

け

る

会
長
演
説
｢

日

本
に

お

け

る

地

誌
の

伝
統
と

そ

の

思
想
的
背
景
+

｡

一

九
六

七

年

(

昭
和
四
二

年
)

一

月

を

も
っ

て

滴
六
三

歳
に

達
し

た

の

で
､

一

橋
大
学
停
年
制
規
定
に

基
づ

き

願
に

よ

り

三

月
三

一

日

付
､

一

橋
大
学
教

授
退
職

｡

予

科
講
師
以

来
､

満
四

〇
牛

｡

教
育
に

お
い

て

も

研
究
に

お
い

て

も
､

不

熟
未
完
成
の

こ

と
の

み
に

て

悔
恨
多
し

｡

四

月
､

一

橋
大
学
名
誉
教
授
の

称
号
を

与
え

ら

れ

る
｡

人

を

教
え

ず
､

素
餐
の

讃
を

く

り
か

え
さ

ず
､

未
完
の

業
を

つ

づ

け

る
つ

も

り
で

あ

る
｡




